
【別紙２】 

被爆８０周年記念事業に係る取組について 

 
１ 「第 64回 1000万人ラジオ体操・みんなの体操祭」の開催 

⑴ 事業内容 

   １９６２年から毎年１回、全国１か所で開催されている「１０００万人ラジオ体操・みんなの体操祭」を被

爆８０周年事業として、本市で実施した。 

   ＮＨＫ総合テレビ及びラジオ第一での全国生放送（国際放送を通じて海外にも放送）にて、ラジオ体操の

音源を被爆ピアノで演奏することで、本市から全国に向けて平和の想いを発信した。 

 ⑵ 開催概要 

  ア 日  時  令和７年８月１７日（日）５時～７時３０分 

          （６時３０分～４５分の間、テレビ・ラジオ全国生中継） 

  イ 会  場  ホットスタッフフィールド広島 

  ウ 主  催  ㈱かんぽ生命保険、ＮＨＫ、ＮＰＯ法人全国ラジオ体操連盟 

  エ 共  催  広島市 

  オ 参加人数  １，６８６人 

 

２ 「アーバンフューチャーズ」の開催支援 

⑴ 事業内容 

   スポーツができる平和を実感してもらうとともに、世界に向けて平和都市広島を発信するため、ＢＭＸフ

リースタイルなど主要な 4 種目のアーバンスポーツの国内外のトップレベルの選手が参加する競技大会と初

心者体験会を同時に行う「アーバンフューチャーズ」の開催を支援した。併せて、選手による原爆死没者慰霊

碑への献花を行った。 

 ⑵ 開催概要 

  ア 時 期  令和７年４月１８日～２０日 ３日間 

  イ 会 場  ひろしまゲートパーク 

  ウ 主 催  （一社）日本アーバンスポーツ支援協議会、 

（一社）アーバンスポーツ大会組織委員会 

  エ 共 催  （一社）全日本フリースタイル BMX 連盟 

（公財）日本体操協会、 

          （一社）日本スケートボード協会 

  オ 協 力  広島県、広島市 

  カ 競技種目  BMX フリースタイル、BMX フリースタイルフラットランド、 

          スケートボード、パルクール 

キ 来場者数  ５１，０４０人 

 

３ レジェンドサッカーチャリティーマッチの開催支援 

⑴ 事業内容 

   サッカーを通じて人々に喜びや連帯をもたらし、世界平和を願うため、サッカー界の世界的レジェンドで

あるジーコ氏らが提唱するチャリティーマッチ「ジョーゴ・ダス・エストレーラス」の広島開催を支援した。 

 ⑵ 開催概要 

  ア イベント名  Zico All－Star Game For Peace HIROSHIMA ８０ Years 

  ア 時  期  令和７年７月２７日（日） 

  イ 会  場  エディオンピースウイング広島 

  ウ 主  催  Zico All-Star Game Hiroshima 制作委員会 

  エ 参 加 者  ジーコ氏、ロナウジーニョ氏、セードルフ氏 

中田英寿氏、小野伸二氏、中田浩二氏 など 

  オ 備  考  イベント前に平和記念公園で慰霊碑献花をジーコ氏、中田英寿氏らが実施。 

４ 姉妹都市との青少年交流事業 

⑴ 事業内容 

姉妹都市との交流を一層促進するとともに、「平和への思い」を共有するため、姉妹都市である韓国の大邱

市から青少年のサッカーチームを受け入れ、交流試合を開催するとともに、平和記念資料館での平和学習等

を実施した。 

 ⑵ 開催概要 

  ア 大 会 名  HiFA 平和祈念 2025 U-12 デンタルサッカーフェスタ 

イ 時  期  令和７年８月２２日～２４日 ３日間 

  ウ 会  場  エディオンピースウイング広島 ほか  

  エ 受入チーム  大邱 FC（U-12）選手 16 名、指導者 5 名 

  オ 参加都市  大邱市、広島市、長崎市、千葉県、沖縄県 など 

 

５ 観音新町運動広場開場記念競技大会の開催 

⑴ 事業内容 

   スポーツができる平和を実感してもらうとともに、本市の平和文化の取組を広めるため、市内及び広島広

域都市圏内の競技チームによるソフトボール及びサッカーの記念大会を開催する。 

 ⑵ 開催概要 

  ア 時  期  ソフトボール：令和７年９月２７日(土)・２８日(日)  

          サッカー：令和７年１１月２４日(月・祝)（予定） 

  イ 会  場  内外工業いくえい会観音新町運動広場 

  エ 対 象 者  小学生 

オ 参加人数  ソフトボール：１，２９０人（実績） 

サッカー：５００人（予定） 

 

６ 広島市スポーツ・レクリエーションフェスティバルの開催 

⑴ 事業の目的 

市民の生涯スポーツに対する関心を喚起し、継続させるとともに、参加者に平和であることに思いを馳せ

ることができる機会を作るため、区対抗のスポーツ交歓競技大会やレクリエーション運動会などを開催する。

併せて、参加者等に会場で折り鶴を折ってもらうことにより、「平和への思い」の共有を図り、折り鶴は、平

和記念公園内の「原爆の子の像」へ捧げる。 

⑵ 開催概要 

  ア 時  期  令和７年１０月１２日 

  イ 会  場  ホットスタッフフィールド広島 ほか 

ウ 主  催  広島市、公益財団法人広島市スポーツ協会、広島市学区体育団体連合会、 

          広島市スポーツ推進委員協議会、中国新聞社 

  エ 対 象 者  全市民 
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